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政界復帰はないと断

言した花沢元県議の

出馬は許せない！

決算数値を
修正して
それでおしまい
にするの

（4）（5）

　今議会の初日に、小梛議員（自民党）の市立高校工事請負に係る不当要求疑惑から「議会運営委員長辞職を
求める動議」が出され、僅差で否決されたが、波乱の幕開けとなった。34年ぶりに市長提出議案（市民ゴルフ
場建設工事）が否決され、市長と与党間の亀裂も感じられた。17年度決算は、長年にわたる市税滞納繰越額改
ざんが明確となったが「二度と行わない」ことを条件に認定され、議会のチェック機能は果たせなかった。補
正予算では旧ジャスコ跡地の中央第六地区再開発事業で、15階建てビルのほとんどを千葉市が取得するための
費用150億円が計上された。また、来年の選挙から議員定数が減り54人と決定した。

第三回定例会（９月７日～９月28日）　決算審査（９月19日～９月27日）

　

 

異
議
あ
り
!

　

  

開
発
行
為
の
許
可
基
準

　

こ
の
条
例
案
は
、
当
初
、
モ
ノ
レ
ー
ル
の

利
用
促
進
を
図
る
た
め
に
、
モ
ノ
レ
ー
ル
駅

の
中
心
か
ら
1
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
内
で

市
街
化
調
整
区
域（
以
下
調
整
区
域
）で
あ
っ

て
も
、
一
定
の
条
件
の
下
に
開
発
行
為
を
認

め
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
二

度
に
わ
た
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
や
請
願

を
受
け
て
修
正
さ
れ
、
建
築
可
能
な
建
築
物

の
種
類
を
増
や
し
、
開
発
対
象
区
域
も
Ｊ
Ｒ

と
京
成
線
沿
線
各
駅
を
加
え
て
４
０
０
ha
か

ら
１
３
０
０
ha
に
広
が
り
ま
し
た
。

　

公
共
交
通
機
関
と
連
携
し
た
コ
ン
パ
ク
ト

　

 

違
法
業
者
の
入
札
に
待
�
た
!

　

若
葉
区
の
市
民
ゴ
ル
フ
場
建
設
を
、
都
市

計
画
法
に
違
反
す
る
業
者
が
落
札
し
た
議
案

が
全
会
派
一
致
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。
今
回

の
業
者
を
市
は
Ａ
ラ
ン
ク
と
し
て
い
ま
し
た

が
、
こ
れ
ま
で
は
個
別
の
法
律
に
違
反
し
て

い
て
も
問
題
な
く
入
札
で
き
て
い
た
わ
け
で

す
。

　

今
後
、
市
は
法
令
順
守
を
厳
格
化
す
る
た

め
、
都
市
計
画
法
違
反
は
入
札
資
格
を
失
う

と
い
う
、
新
ル
ー
ル
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。

市
民
感
覚
で
は
当
然
の
こ
と
と
思
い
ま
す

が
、
こ
の
ル
ー
ル
は
全
国
的
に
も
極
め
て
珍

し
い
こ
と
で
、
千
葉
市
か
ら
入
札
の
改
善
が

　
 

議
員
定
数
削
減

　

千
葉
市
議
会
の
議
員
定
数
を
56
人
か
ら
54

人
に
変
更
す
る
条
例
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
こ
れ
は
経
費
削
減
だ
け
を
念
頭

に
し
た
も
の
で
、
明
確
な
根
拠
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

千
葉
市
が
議
員
定
数
を
56
人
と
し
た

１
９
７
５
年
の
人
口
と
予
算
規
模
を
比
べ
る

と
、
議
員
一
人
あ
た
り
の
責
任
は
よ
り
重
く

な
っ
て
い
ま
す
（
表
参
照
）。
こ
の
よ
う
な
状

況
下
で
の
議
員
定
数
削
減
は
、
多
様
な
市
民

の
要
望
・
意
見
の
反
映
や
議
会
の
チ
ェ
ッ
ク

機
能
を
大
幅
に
弱
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

市
民
ネ
ッ
ト
は
以
前
よ
り
経
費
削
減
に
つ

い
て
は
、
ま
ず
議
員
報
酬
や
費
用
弁
償
、
政

務
調
査
費
の
領
収
証
添
付
を
含
め
経
費
の

見
直
し
な
ど
を
す
べ
き
と
主
張
し
て
い
ま

す
。
本
来
、
議
員
定
数
問
題
の
議
論
は
、
政

策
立
案
機
能
や
執
行
機
関
へ
の
監
視
機
能
の

強
化
、
常
任
委
員
会
の
傍
聴
に
よ
る
住
民
参

加
な
ど
と
あ
わ
せ
て
徹
底
的
に
行
う
べ
き
で

す
。

　

今
回
の
議
員
定

数
削
減
は
、
市
民

の
市
政
へ
の
参
加

を
遠
ざ
け
、
議
会

制
民
主
主
義
を
後

退
さ
せ
る
も
の
で

あ
り
賛
同
で
き
る

も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

反対した議案
▶141 号 千葉市都市計画法に基づく開発行為等の許可の基準に関す
る条例の制定について　▶155 号 工事請負契約について（市民ゴル
フ場（仮称）整備工事）　▶159 号 平成 17年度千葉市一般会計歳出
歳入決算　▶178 号 平成 17 年度千葉市水道事業会計歳入歳出決算
　▶発議 11号 千葉市議会定数及び各選挙区選出議員数に関する条
例の一部改正について

提出した意見書－議会運営委員会で否決
▶共謀罪の新設について慎重な国会審議を求める意見書　▶格差の
拡大を招き、統制・管理を強化する教育基本法改正案の廃案を求め
る意見書　▶遺伝子組み換えナタネの自生及び遺伝子拡散の防止を
求める意見書

  

決
算
審
査  

分
科
会
報
告

　

決
算
審
査
委
員
会
で
は
、
全
議
員
の
所
属

す
る
委
員
会
が
、
第
一
分
科
会
（
総
務
・
都

市
消
防
・
下
水
）
第
二
分
科
会
（
経
済
教
育
・

環
境
建
設
・
保
健
福
祉
）
に
分
か
れ
、
３
日

間
に
わ
た
り
審
議
さ
れ
た
。

　

第
一
分
科
会

　

公
文
書
中
の
公
文
書
、
と
も
い
え
る
決
算

の
粉
飾
が
発
覚
し
ま
し
た
。
決
算
資
料
と
な

る
税
務
統
計
の
滞
納
繰
越
額
と
、
オ
ン
ラ
イ

ン
シ
ス
テ
ム
（
市
民
へ
の
納
税
通
知
の
数
値

と
な
る
）
上
と
の
差
異
が
、
こ
こ
数
年
約

80
億
円
も
あ
っ
た
こ
と
が
、
個
別
外
部
監
査

で
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

17
年
度
決
算
は
、
滞
納
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス

テ
ム
上
の
数
値
に
基
づ
き
修
正
さ
れ
ま
し
た

が
、
16
年
度
以
前
は
、
シ
ス
テ
ム
の
不
備
や

文
書
の
不
保
存
で
、
訂
正
も
で
き
ず
改
ざ
ん

状
態
の
ま
ま
放
置
さ
れ
ま
す
。
市
税
の
収
納

率
維
持
を
目
的
に
滞
納
繰
越
額
の
操
作
が
行

わ
れ
て
き
た
、
と
い
う
の
が
税
務
部
の
調
査

報
告
で
す
。
し
か
し
組
織
的
関
与
な
ど
真
相

究
明
が
で
き
な
い
ま
ま
、
数
字
を
修
正
し
た

だ
け
の
17
年
度
決
算
を
認
定
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

　

真
相
究
明
の
放
棄
は
、
千
葉
市
の
隠
蔽
体

質
そ
の
も
の
。
組
織
保
護
が
優
先
さ
れ
る
状

態
で
は
、
情
報
公
開
制
度
や
公
益
通
報
制
度

も
機
能
不
全
で
す
。
市
政
を
監
視
す
べ
き
議

会
の
能
力
が
ま
さ
に
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

財
政
状
況
は
依
然
厳
し
く
、
普
通
会
計
の

単
年
度
収
支
は
マ
イ
ナ
ス
で
、
一
時
借
入
を

行
う
期
間
も
昨
年
の
19
日
に
対
し
、
73
日
と

増
加
。
ま
さ
に
自
転
車
操
業
で
す
。
財
政
健

全
化
プ
ラ
ン
で
市
債
の
圧
縮
を
謳
い
な
が

ら
、
17
年
度
末
全
会
計
の
市
債
残
高
は
つ

い
に
一
兆
円
を
突
破
。
市
民
一
人
当
た
り

１
４
４
万
円
の
借
金
を
背
負
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
実
質
公
債
費
比
率
と
い
う
下

水
道
会
計
な
ど
も
含
め
る
、
あ
る
種
の
連
結

会
計
と
も
い
え
る
財
政
指
標
が
加
わ
り
ま
し

た
。
18
％
ま
で
が
健
全
と
さ
れ
ま
す
が
、
千

葉
市
は
23
％
と
い
う
政
令
市
中
３
番
目
に
悪

い
数
値
。
借
金
を
こ
れ
以
上
増
や
さ
な
い
た

め
の
事
業
見
直
し
が
必
至
で
す
。

　

第
二
分
科
会　

　

市
で
は
深
刻
化
す
る
ご
み
の
不
法
投
棄
へ

の
対
応
や
体
制
の
立
て
直
し
が
急
務
で
す
。

業
者
の
指
導
強
化
、
市
民
へ
の
情
報
公
開
が

必
要
で
す
。
小
山
町
産
廃
問
題
で
は
、
事
前

協
議
の
あ
り
方
を
指
摘
し
、
法
令
違
反
業
者

へ
の
厳
正
な
対
応
を
求
め
ま
し
た
。
Ｊ
Ｆ
Ｅ

で
は
、社
員
教
育
や
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス（
法

令
順
守
）
が
約
束
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
年
も

火
災
、
粉
塵
飛
散
、
油
流
出
な
ど
事
故
が
連

続
し
て
お
り
、
事
業
者
へ
の
指
導
と
監
視
体

制
の
一
層
の
強
化
を
求
め
ま
し
た
。

　

福
祉
行
政
で
は
、
自
立
支
援
法
施
行
で
８

割
の
人
が
負
担
が
増
え
た
そ
う
で
す
。
福
祉

サ
ー
ビ
ス
利
用
料
や
医
療
費
な
ど
の
合
計
が

負
担
上
限
額
を
超
え
た
場
合
は
市
の
負
担
と

し
、
障
害
児
療
育
で
は
十
分
な
療
育
の
補
償

と
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
負
担
を
求
め
る
こ
と

の
な
い
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　

各
区
に
２
ヶ
所
あ
る
あ
ん
し
ん
ケ
ア
セ
ン

タ
ー
に
は
、
虐
待
、
成
年
後
見
制
度
な
ど
多

く
の
相
談
が
あ
る
そ
う
で
す
。
介
護
保
険
法

改
正
に
よ
り
高
齢
者
の
負
担
が
増
え
ま
し

た
。
早
急
な
実
態
調
査
を
し
、
市
独
自
の
負

担
軽
減
策
を
検
討
す
る
よ
う
要
望
し
ま
し

た
。

　

子
ど
も
ル
ー
ム
未
設
置
校
や
老
朽
化
へ
の

対
応
、
保
育
所
も
含
め
た
待
機
児
童
の
解
消

を
求
め
ま
し
た
。

な
市
街
地
の
形
成
と
い
う
理
念
に
は
賛
同
で

き
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
駅
も
画
一
的
に
開

発
さ
れ
る
こ
と
は
、
地
域
の
個
性
、
ひ
い
て

は
千
葉
市
の
個
性
を
失
う
こ
と
に
繋
が
り
か

ね
ま
せ
ん
。
ま
た
、
少
子
高
齢
化
時
代
を
迎

え
る
中
で
、
調
整
区
域
を
侵
食
し
て
ま
で
市

街
地
の
拡
大
を
す
る
必
要
は
無
く
、
市
街
地

に
お
い
て
も
街
が
寂
れ
て
い
く
現
状
を
踏
ま

え
る
と
、
調
整
区
域
で
の
今
後
の
開
発
は
原

則
と
し
て
抑
制
す
べ
き
で
す
。
当
初
案
の
よ

う
に
、
モ
ノ
レ
ー
ル
支
援
策
と
し
て
最
小
限

の
開
発
に
と
ど
め
、
区
域
の
拡
大
に
関
し
て

は
、
経
過
を
検
証
し
な
が
ら
慎
重
に
対
応
す

べ
き
で
あ
る
と
、
本
議
案
に
は
反
対
を
い
た

し
ま
し
た
。

発
信
で
き
た
こ
と
は
評
価
で
き
ま
す
。
な
ん

と
６
５
０
社
中
２
０
０
社
あ
ま
り
に
違
反
の

可
能
性
が
あ
る
よ
う
で
す
か
ら
、
不
法
状
態

を
早
急
に
な
く
し
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

　

ま
た
入
札
で
一
挙
に
注
目
を
浴
び
た
ゴ
ル

フ
場
建
設
。
市
民
か
ら
は
「
今
、
何
故
市
が

ゴ
ル
フ
場
を
作
る
の
か
？
」
と
い
う
問
い
合

わ
せ
も
来
て
い
ま
す
。
近
く
に
出
来
る
ク
ラ

ブ
ハ
ウ
ス
も
含
め
整
備
費
が
総
額
25
億
円
に

上
る
も
の
で
す
。
地
元
と
の
協
定
を
結
ん
で

い
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
建
設
の
必
要
性
に

つ
い
て
し
っ
か
り
と
し
た
説
明
責
任
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
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 小西由希子 高野はるみ
 （中央区） （若葉区）
 常賀かづ子 山口晴美 湯浅美和子 長谷川ひろ美 福谷章子
 （稲毛区） （美浜区） （美浜区） （花見川区） （緑区）

人口と予算規模の比較

1975 年 2006 年

人口 65万人 92万人

予算規模 1520 億円 6700 億円
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